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平成２９年度人権啓発活動について 

 

 

《平成 28 年度人権に関する県民意識調査》 

  ・「人権が尊重される社会の実現に向けて自分も努力したい」と答えた方は約４割 

消極的な考え方が広まる傾向 

 

  ・消極的な考え方を持つ人にも、人権が日々の日常生活に深く関わっていることを 

理解し、考えてもらうきっかけとなるよう、啓発手法を工夫していく必要がある 

 
 

 

★積極的に人権啓発にアクセスしない人への気づきの場の提供                                   

 

【啓発広告】              

○ ジンケンダーを活用した啓発広告を広く発信することで、何気ない生活の中で、人 

 権について考えるきっかけをつくる。 

○ 同和問題啓発強調月間（９月）および人権週間（12 月４日～10 日）を中心に集中的 

 に展開する。 
  

（１）紙媒体 

○ ９月の同和問題啓発強調月間と 12 月の人権週間にそれぞれ１種ずつ制作 

○ 市町や関係機関・団体、病院、商業施設等での掲示、街頭啓発等での配布 
 

① ポスター 

② メモ帳 

③ 新聞広告           ポスターを編集する 

④ 情報誌(ﾚｲｸｽﾏｶﾞｼﾞﾝ)広告 

   

（２）映像  

○ ９月(同和問題啓発強調月間)と 12 月(人権週間)に合わせて各１種ずつ制作 
 

① ＴＶスポット 放送は８～９月、１１～１２月 

テーマ：多文化共生、多様な性と人権 

※「インターネットＴＶしが」でも配信    

② シネアド   上映は７～８月 ※じんけんフェスタ告知含む 

テーマ：インターネット(ネット掲示板) 

  ③ 紙芝居    紙媒体と動画で制作する。  

            テーマ：ポカポカ言葉とチクチク言葉 

   

（３）インターネット  

① ＹｏｕＴｕｂｅ広告            

・11～12 月に実施 

・ＴＶスポット(２種)を掲載 
 

② スマホ広告 新                   

・スマートフォン向けウェブページ、アプリの Yahoo!Japan、Yahoo!ニュースに掲載 

・９月、12 月 

 ・ポスター(２種)を編集し掲出 → 当課啓発ページへの誘導 
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（４）卓上広告 新                     

  ファミリーレストランにおける卓上広告 

  ・テーマ：ユニバーサルデザイン編  

 

【出前啓発】 

○ 人が集まるところへ出向き、親しみやすい内容の人権啓発イベントを実施すること

により、自らはイベントに参加しない人が、人権について考えるきっかけをつくる。 

 

（１）ふれあい啓発                          

○ 地域のイベントや商業施設等に出向き、ジンケンダーを活用した親しみやすい 

内容の親子向けプログラムでの啓発を実施 

・業者委託での実施 

・実施時期 ５～12 月頃  

・実施場所 ６地域（大津、湖南、東近江、湖東、湖北、高島） 

※ じんけんフェスタ開催地域（甲賀地域）を除く 

 ① 日時：平成 29 年 6 月 11 日（日） 

     場所：ショッピングプラザアピア（東近江市） 

   ② 日時：平成 29 年 6 月 18 日（日） 

     場所：今津総合運動公園（高島市：高島子どもフェスティバル） 

③ 日時：平成 29 年 7 月 1 日（土） 

場所：イオンモール草津（草津市） 

④ 日時：平成 29 年 7 月 29 日（土） 

場所：長浜市民体育館（長浜市：パパチャレンジ講座） 

⑤ 日時：平成 29 年 8 月 8 日（火） 

場所：イオンスタイル大津京（大津市） 

⑥ 日時：平成 29 年 11 月 1 日（木） 

場所：秦荘西小学校（愛荘町） 

 

  ○ 依頼のあった学校や幼稚園、保育園、学童等に出向いて、教員等と連携しながら 

ジンケンダーを活用した啓発（授業）を行う。 

① 日時：平成 29 年 8 月 10 日（木） 

場所：北野学童保育所（野洲市） 

② 日時：平成 29 年 10 月 27 日（金） 

場所：マキノ西小学校（高島市）  

 

（２）滋賀県人権啓発ネットワーク協議会事業                                 

① 滋賀レイクスターズとの連携事業 

 ・人権教室（年２回） 

平成 29 年 6 月 3 日（土）野洲市立野洲中学校体育館 

平成 29 年 8 月 5 日（土）高島市立安曇川中学校体育館 

 ・ホームゲームでの啓発活動（12 月２回） 

② 東レアローズとの連携事業 

 ・人権教室（年１回） 

平成 29 年 8 月 5 日（土） 高島市立安曇川総合体育館 
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（３）若年層向け人権啓発講義           

○ 人権啓発への接触が少ない大学生を対象に、さまざまな人権課題について認識を 

深め、実践に移してもらうことを目的に実施 
 

・実施校：立命館大学、県立大学 

・テーマ：県が提案し、大学と協議の上、決定（調整中） 

      (H28) デートＤＶ、多様な性 

・講 師：テーマにそった講師を選定し、大学に派遣（調整中） 

 

★自らイベントに参加する人、学ぼうとする人への気づきと学習の場の提供                      

 

【啓発イベント・講座】              

 

（１）じんけんフェスタしが              

○ 毎年９月の同和問題啓発強調月間に、さまざまな人権について、楽しく学んでい 

ただける総合的なイベントを開催。 

    ・開催日時   平成 29 年９月 2 日(土) 

・開催地    甲賀市あいこうか市民ホール・碧水ホール 

・テーマ    インターネットと人権 

・内 容    「その言葉、クリック（発信）しても大丈夫！？  

やさしい気持ちでハートもクリック！！」をスローガンに以下の 

内容で開催。（参加者：約 1,800 人） 

    ◆映画上映「アナと雪の女王」 

    ◆記念講演「いのちを支える言葉、心を傷つける言葉～ネット社会の落とし穴～」 

     ノンフィクション作家・評論家 柳田邦男さん 

    ◆絵本の読み聞かせ 

    ◆手影絵ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ「ハンド・シャドウ・ショー」劇団かかし座 

    ◆甲賀市主催事業 

    ◆クイズラリー、ジンケンダーの絵本をつくろう！ジンケンダーの「おはなしのお部屋」（手 

話ではなそう、ポルトガル語ではなそう）他 

    ◆人権関連団体等啓発展示ブース 

    ◆人権啓発パネル・メッセージパネル展示 

    ◆人権相談コーナー 

    ◆世界のグルメ広場（有料） 

※ その他事業との連動 

       ・フェスタ告知：シネアド、ＴＶスポット、メモ帳・新聞・情報誌広告 

 

（２）インターネット人権啓発研修会            

  ○ 行政や関係機関・団体、企業等を対象にしたインターネット上における差別書き込

み等の現状や問題点、その対応策などについて理解を深めるための研修会の開催 

 ・H28 武蔵野大学 教授・㈱情報文化総合研究所 代表取締役 佐藤  佳弘氏 

「ネット上の人権侵害とその対策」 参加者 約 60 名 

      

【啓発冊子等の発行】              

 

（１）ふれあいプラスワン                

○ 年３回発行（９・10 月号、11・12 月号、３・４月号） 
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① ９・10 月号 

 ◆同和問題 

  人権に関する県民意識調査の結果から 「部落差別解消推進法」施行の告知 

 ◆民生委員制度創設 100 周年 

  民生委員・児童委員の活動紹介、インタビュー記事 

② 11・12 月号 

 ◆犯罪被害者等の人権 

  「性暴力被害者総合ケアワンストップびわ湖(通称)SATOCO」の紹介、インタビュ

ー記事 

◆子どもの人権 

  「遊べる・学べる淡海子ども食堂」の取組紹介、インタビュー記事、子どもを虐

待から守る次世代育成プロジェクトの紹介 

③ ３・４月号（調整中） 

 

（２）じんけん通信             

○ 人権に関する地域での取組や当事者の声、啓発活動等を紹介し、読者に人権に 

 関心を持つきっかけを提供 

○ 毎月１日発行 

○ 発信先 行政機関、関係機関・団体、企業等 

 ・４月号 「インターネットと人権について」 

平成 28 年度インターネット人権啓発研修会の講演内容紹介 

 ・５月号 「人権に関する県民意識調査から」 

       調査結果を通して人権について考える 

 ・６月号 「人権擁護委員の活動について」 

       滋賀県人権擁護委員連合会会長、事務局長インタビュー 

 ・７月号 「人権啓発資材貸出します！～人権研修やイベントの実施をお考えのみなさんへ～」 

県の啓発資材を活用した啓発活動事例の紹介 

 ・８月号 「平和と人権」 

滋賀県平和祈念館を訪問、特別展示や、さまざまな取組について紹介 

 ・９月号 「人権が尊重される社会をめざして」 

彦根市地域総合センター「人権・福祉交流会館」（愛称：ＷＡ(わ)っと

ねす春日）」の取組紹介 

   ・10 月号 「じんけんフェスタしが 2017」 

子どもも大人も一緒に楽しめる催しやコーナーを、参加者目線で紹介 

   ・11 月号 「多文化共生社会をめざして」 

         （公財）滋賀県国際協会を訪問、取組紹介 

 

（３）人権啓発冊子「こころやわらかく」の改訂                

○ 各地域や企業等で人権啓発の資料として活用していただくための総合的な人権啓

発冊子「こころやわらかく」を改訂 

○ 改定時期：平成 30 年３月 

○ 配布時期：平成 30 年度 

 

（４）「ジンケンダーと３つの約束～スマホとの付き合い方」の配布                

○ ネット上において、子どもたちが人権侵害の被害者にも加害者にもならないために、

特に留意すべき「情報の取り扱い方」や「トラブル時の対応」等について、子ども

たちにもわかりやすい内容にまとめたリーフレットを、県内の新中学生全員に配布。  
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※ その他、県で制作した人権について学んでいただける冊子やビデオなどの学習教材

について、ＨＰ等を通じて案内 

 

【その他】 

（１）人権啓発テレビ番組                 

○ 日常生活の中で人権について考え、意識をさらに高めてもらうための人権啓発番

組のテレビ放送を行う 

○ 「教えて！！ ジンケンダー」（平成 24 年度作成） 

・規格：５分番組、10 話（本） 

・内容：ジンケンダーのパペット人形が出演する人形劇と、啓発冊子「びわさん

一家のこころつながるおはなし」の簡易アニメを組み合わせた番組。 

10 の人権分野を 10 のストーリーにそれぞれ制作。 

対象年齢：小学生（高学年）～大人（若年層） 

 

（２）啓発資材の無料貸し出し 

○ 様々な人権に関する啓発資材を「無料」で貸し出し 

○ 地域や学校等の各種行事などで「人権」をテーマにした研修会やイベントなどを実

施される際への活用を、ＨＰやチラシの配布により案内 


